
 

 
 

令和８年度入学の新１年生について、定員等は次のとおりです。 

  
学校名 定  員 

通学区域内 

新１年生数 
（令和７年５月 1 日現在） 

１ 南  中 １８０  １４７ 

２ 北  中 ※ ２５６  ２８３ 

３ 栄  中 ※ ２５６  ３１４ 

４ 彦成中 １０４  ６１ 

５ 彦糸中 １０４  ９６ 

６ 前川中  １８０  １４５ 

７ 早稲田中 １８０  １７９ 

８ 瑞穂中 １０４  ４９ 

注意 ※「定員」は学校規模から算出した新１年生の受入可能人数です。抽選後の入学予定者数や実際の 

入学者数とは異なります。 

※「通学区域内新１年生数」は、令和７年５月１日現在の通学区域内新 1 年生の住民登録者数です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ：三郷市教育委員会学務課学務係 電話 ９３０－７７５６ 

 

〇抽選について 

通学区域外の希望者数が、通学区域外からの受入可能人数（★）を超える可能性が生じ

た場合は、抽選を実施します。（通学区域内等入学予定者は、抽選の対象外となります。） 

★ 通学区域外からの受入可能人数の計算方法について 

（定員）－（通学区域内等入学予定者数（☆））＝（通学区域外からの受入可能人数） 

 

〇希望者数の集計結果 

希望選択票の集計結果は１１月上旬に公表します。抽選を実施する場合は、抽選対象の

学校名も併せて公表します。 

抽選は１１月１５日（土）に実施を予定しています。抽選対象の学校を希望した抽選対

象者へは後日、抽選の案内を送付します。 

※ 定員について 

  通学区域内及び兄姉が在学している方等の入学予定者（☆：通学区域内等入学予定者）

が上記の定員を超えた場合には、定員を通学区域内等入学予定者数とします。 

 北中と栄中の新一年生がそれぞれ２８３人、３１４人だった場合、北中の定員は２８３人、 

栄中の定員は３１４人となります。 

この場合、通学区域外からの受入可能人数は０人となります。 

学区変更後版 資料１ 



早稲田中学校生徒数及び学級数の推移（早稲田小学区の武蔵野線以南が加わった場合）

資料２

※１ 推計は、令和７年５月１日時点の学区内居住人数に基づく
※２ 推計は、学校選択制による入学見込者数を除く
※３ 特別支援学級の推計は、生徒全体の２％として算出



瑞穂中学校生徒数及び学級数の推移（早稲田小学区の武蔵野線以南が加わった場合）

資料３

※１ 推計は、令和７年５月１日時点の学区内居住人数に基づく
※２ 推計は、学校選択制による入学見込者数を除く
※３ 特別支援学級の推計は、生徒全体の２％として算出



早稲田小学区の武蔵野線以南の取扱いにおけるメリット・デメリット

資料４

Ａ案 Ｂ案

内容 早稲田中学校の通学区域とする 瑞穂中学校の通学区域とする

メリット

・早稲田小学校は中学校区が２校（北中学校と
早稲田中学校）に分かれていたが、早稲田中
学校の１校にまとまることで、児童への心理
的負担が少なくなる。

・瑞穂中学校が学校選択制で受け入れられる生
徒数は減少しない。

・ＪＲ武蔵野線より南側の生徒が学校選択制で
早稲田中学校を希望する場合は、就学できる
可能性が高いため、選択肢が増える。

・ＪＲ武蔵野線より南側の生徒は、線路の高架
下を通る必要がない。

・通学距離を短くできる。

デメリット

・登校時は、北から南へ登校する早稲田小学校
の児童と南から北へ登校する早稲田中学校の
生徒が、線路の高架下で交差することになる。

・ＪＲ武蔵野線より南側の生徒は、瑞穂中学校
を通り越して早稲田中学校に通うことになる。

・ＪＲ武蔵野線より南側の生徒が学校選択制で
瑞穂中学校を希望する場合は、抽選になる可
能性が高い。

・瑞穂中学校は勉強の取組が他の学校と違うと
いうイメージを持つ保護者がいる。

・瑞穂中学校が学校選択制で受け入れられる生
徒数が減少する。

・早稲田小学校の中学校区は引き続き２校（早
稲田中学校と瑞穂中学校）に分かれる。
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各学校の概要
資料５

※ 生徒数及び学級数は令和７年５月１日基準

学校名：北中
教室数：30教室
生徒数：776名
学級数：23学級

円は各学校の敷地の
中心から適正距離の
基準である半径3km
の範囲を示す

凡例
早稲田
小学区

学校名：瑞穂中
教室数：17教室
生徒数：303名
学級数：9学級

学校名：早稲田中
教室数：29教室
生徒数：462名
学級数：14学級

ＪＲ武蔵野線

県道草加流山線

大場川


